
郡五戸町の地理学巡検報告

松井保事，揺葉元亮，赤石美智代，中谷鏡子

ミユキ

1. 五戸町の自然

五戸時ti，青森県の東南部，三戸郡の東北部に位置い東は八戸市，福地村，西は倉石村，

新郷村，闘に南部欝J.名川町，北鶴は十和田市，六戸町，下田町にそれぞれ接しており，東

西 16.9泌，南北 18.6協，総崩横 120.79kniを有している G また青森市まで88km，盛時市へ92

kI丸東北本線八戸京までは.3kmの距離にある。
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第 l図五戸町の位置
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北部には，実現LlJ系の戸来岳iζ援を発して，太平洋に

宣伝本町

11，また南部を馬出)11水系

の浅水J11が西から東へ涜れる。北部は平野をはさんで南北両鶴に標高20--120 mの丘競合地

，南部は五援が発達して平場地が少ない。五戸町を形成している丘譲台地は高蕗段丘

と天狗岱段丘の二つであり，前者は下末吉曲ζ 後者は多摩面に相当する。どちらも海岸段丘

である O

気候的には， ζの地域は太平洋側にあり， も{晶、ため比較的積雪は少ないが 1月から
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3F.1までは雪iζ襲われる。年平均気溢は. 9.90 Cで県平均に比べて低いが，夏期には比較

れている。時雨量は，年平均986籾と比較的少ないが，藤作物への影響は少な

い。特徴的なものとして6--7月にかけて，やませといわれる治たい語東鳳が太平洋かも吹

きつける ζとである。 ζの風は，よく雨を伴うので農作物等が，

2. 五日封の人口

1 )五戸町の人口の推移

五声町む人口は，昭和30年の2万91告人から昭和35年の 2万2264人と一時増加したが，

昭和40年の 2万765人，昭和45年の 2万132人，昭和50年の 1万9804人と年々減少してい

るむこの主な理自は，新産業都市八戸市の発腿に持って人口が流出した乙と，若年労傷者の

るζ とがある。

町外流出などがあげもれる O 上記の数値は，国勢調査によるものである。乙の

の時期に一定の場所での人口の動勢をみるもので，その結果は，その需に登録された人口と

多少異なるむ ζの調査がお ζなわれるお丹は，ちょうど出かせぎの時期にあたっている ζと

も，人むの減少とかかわりがあると思われる。

2 )男女別の人口

男女別の人口を比べてみると，五戸時の総人口に対する る割合が，昭和35年で

は. 55.9 昭和40年では 53.3弘昭和45年では. 53.0%.昭和日年では 52.95ちと年

々減少しているが，

くなっている9

3)年齢別人口構成

次に年齢別人口構成をみてみる。図2は，昭和35年， 40年.45年.50年の男女別年齢別人

あるいは，全盟平均(50. 85彰〉と比べるとそのパーセントは，

日構成を人口ピラミッドで表わしたものである。その形態に注目すると，いずれ

ようたん型)を示しているが年々つぼ型に近づいていっている ζとがわかる。いずれにして

も，人口停滞型である。昭和35年に，日--14才にかけての人口が，砲の年度に比べて多いの

;丸乙む年齢層が，昭和22年--24年にかけてのベビープ…ムのときに生まれたためと考えら

れるa 昭和35年，昭和的年，昭和45年とも.20才--29才にかけての人口が急激に減少し， 1 

つのくびれをつくっている。 ζれはこの年令層が都会(特に県外)f乙働き立を求める傾向と

むすびついた税象であると思われる。 20代の人口の減少は 5年後の謂査には， 30代の人口

の減少をひきお ζすはずであるが，実際は， 30代の人口が増加している。これは，大学・高

してすぐは，都会記就職するが， 30代になると地元にもどってくる，いわゆる Uタ

ン現象のあらわれと思われる。また，昭和50年は，伯の年に比べて， 20代の人口の誠少

があまり顕著で、ないのは，(j)昭事日39年に八戸市が新産業都市iζ指定されてかち，五戸車?の地
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昭和50年にレントゲン部品工場，縫製工場など20の工場が誘致蔵平i乙工業団地が計画され，

された乙と。②八戸市の発展③八戸への道路網が整備された乙とにより，都会l乙し、かなくて

も，地元で就職する乙とが可能になったためである。
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4 )職業別就業人口

昭和50年の産業別就業人口をみると，第l次産業4138人(41. 6第入第 2次

2212人 (22.3%).第3次産業3530人 (35.5%)であり，第 1 特iζ農業に

占め 、。

〈表 1)職業~Ij就業人口割合(労)

S 45 S 50 

47. 9 41. 5 

O. 1 O. 1 

O. 0 I O. O. 

O. 1 O. 1 

10. 3 10. 6 

11. 3 11. 6 

卸売業・小 業 107i 116 

金融・保険・不動産 O. 8 I O. 9 O. 9 

運輸・通信熱供業給業 5. 2 5. 7 

-力、、ス・ O. 1 O. 2 O. 2 

サーどス 9. 5 O 2111S i 
公 1. 6 1. 7 I 2. 3 

5 )各地区どとの入日の推移

しかし， 1より，

業人 年々減少して

いる。これに代わって，第2

次・第3 る人

の害1)舎がふえ，その中でも

lζ， 2次産業の建設業と製

しし してい

る。乙れは先にも述べた地蔵

平工業岳地の誘致と，

宅，

がお乙なわれた ζ 公園な

どの公共擁設の擦儲がすすめ

られてきたζとによるものと

考えられるつ

(表わ昭和41年度を 100とした時の昭和45年昭和50年昭和55年度の各地法む人口推移

※S 55年には，町内名に通うもたに，ひまわり留地(101人)が加わっている

ひまわり団地は個人住宅である。

2は， 5丹の現住人口推移を見たものである。 3も同じ〉
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3を参照)(図 3.表 2，

各地区ごとの人口の推移をみると，S55 

あとの地区は地区が惇滞している97 

ひ年々減少しているつ五戸地区の中でも，92 

している。ひばちばり野と，88 

自I営ひばり加は，野の急激な人口79 

地とその他の一般住宅がつくられたためで
62 

3) 

S50 

96 五
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(上大町，下大町，ある O 五戸の

し過密状慧におりさ告に坂が多いという荒町)は，人口新町， )11版関J.

くに運っていった。ひばり野は，よい郊外へと交通の便がよくって，
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ために，

れていった。しかし，この詑宅の造成は計画的なものではなし坂が多いという自然条件の

1導労町の人口のしか造成できないという自然発生的なものである

増加は，一般住宅の増加によるものであり，これもひばり野と同じ閣由で住宅が集中したも

のと考えちれる。 住宅は，ひばり野間地 160戸の他i乙， I日市高士告には，追分団地20戸

二本榔団地109戸がるるa その他i乙，;t， 八幡団地ら戸，古街道長根団地e戸，熊/汎団地10

さらにJII内地区には，関谷内問地ら戸，明神平団地5戸があり，計320戸である。 ζの

拾にJII原町iとは，麗思{起進住宅が為るc 間営の住宅の建投は，昭和初年か会昭和45年にかけ

ておζなわれた。昭和57年度には，鉄筋の生宅を建設する計画があるが，地形・目黒の関係

から， まだ決っていな~'0たとえ，新しし

ているし，さらに町堂の詑宅に入る人達が，自分の家をもっための一時しのぎとしているこ

を建設しても，人口が得滞し

とがあり，吉い在宅を払い下げる

6)県内地市町村からの従業・通学者数

戸数は現在の 320戸を維持するという ζとである O

4 県内{鹿市町村からの従業・

市町村名|
昭和40 度 昭和 50 度

就業者 通学者 就業者 通学者

八戸市 331 158 124 ! 27 

十和田市

名川町 14 8 21 G 

海部町 S 14 12 。
倉石村 i 29 5 199 118 

新郷村 十 15 O 35 66 

町 10 O 

田町? 18 9 

地村| 10 

4をみると，八声高から

の従業者数が大幅に減少して

いるのが目につく O ζれは，

さ

れてから，その後発展し，他

市町村で鶴かなくても，車内

での就業が可能になったため

と考えられる。その抱の前町

村からの就業者数:ま

も増加しているの誌，

の工業問地がつくられたため

と られる O 倉石村か

らの就業者数が急激に増加し

ているのは，他市町村に比べて倉石村が 工業団地により近いためである。また，

新郷村かGの通学者が多いのは，これらの村iζ

町から他市町村への就業の割合は，八戸市が9

町村が占めている O

40分担でっき，

いためである。これとは逆に，五戸

あとの 1害IJは十和田幸とその他の隣接

ットタウン

での距離は約221憾であるが，車の普及ム道路網の繋稿によって，

なっている。表 iより，五戸時の諒

-小売業は年々増加している乙とがわかる。しかし，

71 

男口一一 もの



が多く，専門的な買物は八戸が主で，買物の鵠iζ レジャーも兼松ている。

7 )五戸町のでかせぎ

五戸町誌苦から大工が有名で，大工のでかせぎが多い。樺経地方では，道路関経の肉手本労

犠が多いのに対して，五戸町は，技街的な労動が多いのが特色である。大工のでかせぎ者の

ほとんどは北海道が占める。そり他のでかせぎ先ti.関東方面(東京・神奈川・埼玉)があげ色

れる。北海道へのでかせぎの期聞は，雷どけが始まる 4. 5月から，雪がふり始める11月は

じめまでであるc 関東方面では，あまり雪がふらないので，北海道よりもでかせまの期間が

くなる。大工のでかせぎ者のほとんどは，農家の次~三男で，自畑の臨穣が少なく，

所得だけでは生活できない人達で為る。でかせぎ者会年令別にみてみると.20代.30代.40 

代の入が多い。一方，八戸市や十和田市に土工として働さにいく人は，夜は機誠を使って農

やる兼業農家である口専業農家で，雪の多い冬場にでかせぎに出る遠軽地方とちがって，

五戸町では，専業農家のでかせまは少ない。冬場にでかせぎかも帰ってき

もらう。以前は， ζの手当そもらうと 3カ月間は議けなかったが，昭和53年の麗用保険

法の改正によって，すぐ畿けるよう Kなった。賃金不払いなどの問題が生じてかL?町役場

と議業安定所に届けてから，でかせぎにいくように指導されているが，あまり守られてし

でかせぎの人数もはっきりしないが. 700人法どと推定される。この内，届けを出す入は半

る。特に大工は，縁故関係ででかせぎにいく人が多く，賭けでるもの詰少ない。

8)まとめ

五戸軒の人口は，でかせぎ，八戸市の発展，工業団地，住宅造成などり影響そ受けながら，

るいは減少を続けている。職業別就業人口をみると，第 l次遺業(特iζ農業)の減少

しい， ζれは，農業に従事する若年労動者が少なく老年化の傾向になっているからであ

るが， ζのような現象は，今後も続くと予知、される，第2次産業・第3次産業はどちらも，

五戸町の工業化・都車北ιは必要なので，増加してくると思われる。

3. 農

1 )土壇利用状況

における土地利窮状況は，総面積12079haのうち農窮地31.9%，宅地2.8

%.山林掠野48.8%.その穐16.5%となっている。農用地は五戸JlI.浅水JIIの沿岸が水田

として利用され 1640haあり，両持j討をはさむ南北の台地は普通畑，樹罷地として利用され

畑 1810ha .樹園地370ha .放牧地207haとなっている。山林は 6300haあるが霞有林は

なL、。

昭和40年かるの土地利鴎の変化を凡ると，議培地が1%程度ふえ山林原野は 2労はど減っ
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ている緯度で大きな変化はないが宅地は40年には全体の1.9答だったものが.53年には2.8

%にふえている。

2 )農家数と農業人口

専業兼業農家数の推移を見ると総農家数においては，昭和40年比 2509 たものが.53

と7.0%減少している O専業農家は40年には714日あったもりが.53年には約3

1 ，1:減少し.235戸になっている O特i乙必年から45年にかけては半分以下iζ減っているの

が注目される。第 1穂兼業は45年iζ一時的に急増しているが，これ詰専業農家が一時金、減した

分と考えられる。しかし全体としては 専業農家関様に減少の傾向にある。第2種兼業誌40

年には全体の 34.8第であったも

ると米の生産語撃などにより

には 60.9%と約2f告に増えている O 以上全体的に

り，兼業農家がふえるなど徳地域と同棟な傾向

が見込れる。また五戸町は八戸市や十和田市託近いため，そこから農業外収入を得ることが

今後多くなり，兼業農家は増加するものと考えられる。

いて見ると昭和53年の総経営面積は 2707haとなっており

りの経営面積辻1.16haとなっているo 農家数のも とも多いめは 1-2 haの規模のもので

739戸あり，

45年か

2 ha未満の農家が全体の 83.9%.1)り小規模経営の農家が多いっ昭和

けての農家数の変化をみると 2.0 ha --3. 0 ha し，そ

の反面3.0ha以上の農家は13%(11.人)ふえている。

についてみると総数では昭和記年記 5958人あったものが， 53年に誌 3577人

と約40第減少している。そのうち女性化率はお年-50年までは60%合で女性が多かったが，

53年には 48.5;語iζ減少しているG ついてみても40年には4100入あった

ものが53年には 2773人となり.32必の減少となっている。そのうち女牲花率は60労前後で大

きな変イヒは見られない。なお総数に対する老令化率は45年と50年に関していえば増加傾向に

あるといえる O 口減少の理由としてiえ農業用機械の普及江よる省力化，

策の変北，若年j議の他の産業への流出な られる。

農家数の推移

第 1種兼業| 2麓兼業

C c/a d d/a 

28輔ら 922 36.8 873 34.8 

13.0 1107 45.1 1028 41.9 

12.0 700 29.6 1379 58.4 

10.1 I 678 29.0 1402 60.9 
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表 2 経営面積別農家数の推移

表 3 農業就業人口

基幹的農業従事者

総 数 女性化率 老令化率 女性化率

40 5958 62. 19ぢ 4100 59. 39ぢ

45 4947 68. 9 18.6 3324 64. 0 

50 4015 65. 0 22. 6 2529 60. 7 

53 3577 48. 5 2773 57.2 

表 4 主要農産物生産額
単位百万円

40年 45年 50年 53年

粗生産額 粗生産額 粗生産額 粗生産額

米 729 1004 2045 2314 

野 菜 121 299 1050 1411 

果 樹 417 474 1032 853 

工芸作物 137 101 311 339 

畜 産 244 451 794 1151 

3)農業生産額

五戸町で生産される農産物の中で基本的な収入源となっているのは米であり昭和40年から

53年の聞に安定した増加をみせている。水田利用再編対策の実施により転作も考えられるが，

米作中心の傾向は今後もつづくと思われる。その他最近になって急に収入を上げているのは

野菜と畜産である。野菜では長いも， I乙んにくの生産額が多い。畜産では特に鶏が注目され，

昭和40年には 102百万円であったものが53年には 736百万円と約7倍ものびている，特に50

年から53年にかけて増加している。減少したものとしては，いも類や桑，麦類などがある O

五戸町では，中央消費地向けの生食野菜の栽培に力を入れる方針があり，今後この面での収

入の増加も期待される。
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4 )農業作物

1)水稲 作付面積は，昭和45年度は 1400haであったが，昭和51年度は 1480haとなって

いる。このように増加した顕困として米生産調整措置む緩和と話作彼原対策などがあげもれ

ると患う。また昭和53年度i乙は 1300haと誠少しているが，これは水田利用再縞対策による

ものである。現在約250haが転作に見込まれており，今後も拡大するようである。昭和53年

の生産量は 8100tとなっている。生産離はわずかながら年々増加している。作付品種として

は，アキヒカリ94慰， レイメイ 4労，ムツホナミ 1儲，そり地 I勉となっており，上位等級

来がわずか40妬足らずである。

2葉たばこ 作付面麓は現在87haで収機が安定していることと収益性が高いことかも，

蝦次作付面詰が増加しているが，乙れも水稲と閥横iζ住産調整がなされており，今後詰普及

が見込めない状態にある。地区的記は，豊JlI・手倉橋などの山間地区iζ多く作付されている。

事長いも 本町の特設物として，全国的にも有名で，しかも近年まれにみ

作物として，またζの地域。寒暖の差の激しい気般にもあい，昭和47年頃 46haの出積であ

ったものが，詔和54年頃には 425ha余りむ作付面穫に及び，現主生産が需要を上回り，能く

ずれが生じるに至った。出荷先は関東，関西方面である。

却にんにく にんにくは五戸町において，長いもに次ぐ特産として特に水田の転境作物の

Aっとして栽培面積が増え，昭和54年には.60haが作付されている。

5)りんご 現在栽培面積は 370haとなっているが，昭和43年以韓のふらん病を中心とした

病害虫による被害の発生や長いも・にんにく等を中心にした娼作物への転換により約370ha

りの面積が減少した。しかし，最近は増加の棋向にある。また，現荘マ jレバ台がほとんど

でわい性台はほとんどない。共同訪捻組織は現在日の組識があるが，加入率は全体の75労に

過ぎなL、。出荷先は主iζ関東方面で，八戸・十和田市場などへも出荷されているつ作付品種

としては，以前は紅玉，留光，スターキング，印度などが多かったが現在では，ふじ，デリ

シャス，むつなどという高級品種が増加している母

5 )議産

畜産経営のうち，酪農は年閉そ通して現金i畏入が得られる種日として金需的に普及したが，

自給錦料の不足と乳錨の低迷から経営が行きづまち多くの農家が脱落し 現在61戸の農家が

398頭(1戸当り 6.5頭)の乳牛を鱈育しており，多頭北の様相を示しているものの，制料

価格の高騰等により伸びなやみの状況にある。今後は，遊休地の草地開発により自給制料の

増産を図仏多頭化餌育を推進して，経営の安定を図る ζとが必要となっているつ

1)肉用牛 飼養戸数が減る傾向があるが戸当りの飼養頭数は増加しており多謀化しつ
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つある。しかしながI?飼料価格の高麓などから必ずしも安定した経営とはいえないので，

多頭化を実務し，経営む安定を困って行くためiζ，大規模な採草放牧地の整備を進め

自給制料の穫保と，飼養管理の合理化後図ること なっている。

2馬 飼養戸数・頭数ともに年々政bしているが， ζれは農耕作業の機械化が普及するに

つれて，主として，農耕馬が減少したことによるものである。現程 飼蓑されている95%が

残りの5揺が肉用患育で，特定の業者応よって飼育されているのが現状である百

五戸町の馬肉は，品質が護れている ζとかI?広く町外にも知iられるようになり，

の増大花伸い消費量が大会く伸びているので，畜産振興の観点より生産の拡大に努める必要

がある。

3)肱 鼠養戸数が年々減少しているが戸当りの飼養頭数は増加している。 ζれは副業

的から専業的飼養iζ移行しているものと患われる。

毒鶏 特定の養鶏業者iζよって行われ，一般農家の経営拡大は期待できない9

4. 林

( 1 )表訴資源五戸町の山林面積は昭和50年6435haで， およそ53%を占めて

いる。その保有形態別では，公有林が137haで2.15弘氏寄訴は6298haで97.9郊と大部分

を占め，困有林はなL、。また.53年現在では山林面接は6300haで町土総面積の48.8%を占

めている。昭和田年の6435haのうち，人工林は 3102haで48.2%.天然、林は3185haで，

49.55話を占めており，人工林率が低い9 語種別では，人工林のうち針葉樹がお71haで，人

工林全体の99%と高く，天然林では，針葉樹が 1354haで天然林面積の435ち，残り 1831ha 

は広葉樹で，人工林とは反対に広葉樹の比率が高いG

次i乙立木の蓄積量を見ると，昭和53年度末麗在で. 648kniとなっており， ζのうち人工林

が335凶で51.7%.天然訴は313kmで48.35援を占め，人工林の議積が高い。 ζの蕎積を 1ha 

当りで見ると 100.70ntで，県平均o72.02 nt ~ζ誌べると約1. 4 倍高く，森幹資源が比較的豊

かだ、といえるが，さらに素材生産の増大安図るためKは，人工造株の推進が必要である。

(2 )森林の利用 森林む利用状況は，様安幹750haが指定されているが，このうち609ha

が水器極養林. 141 haは土砂流失訪議林である。

(3 )所有形態 森林面積6435haのうち，個人有訴が6004haで幻.4%と大部分を占め，

次いで‘法人所有が180ha(2.8労入町有林 82ha ( 1. 3 %).財産区有林が55ha (0.8鰐)で

ある 9 民有林を形態別花見ると，在町者脊が4534ha(725話入不在町者杏が1764ha(285杉)

となっている。

(4 )経営規模五戸町の昭和53年度末現在り林家数は1435 民有林 1 たりの面
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穣は 4.4haである。 ζれを経営規キ莫)JIJIζ見ると 5ha未議が1264戸 (88.15ち).5-20 ha未

満が 143戸(10%)• 20-50ha未満は19戸(1.3部).50ha以上は9戸(0.6 %)となって

おり，経営規模は極めて零縮で，一部の林家を除いては副業的経営となっている。また，経

済面では，林業i収入のある林家は57戸で全林家の 4ヲちにすぎない。乙のように.E.戸町の林

業経営は麗摸が零結であり，林業だけで自立することは菌難であるが，林家の985ぢが農家で

ある乙とから，農業との関連を強化しつつ，生産基盤の整備を留り，生詫性の向上iと努める

ととが必要である。

くら)労議力の確保 林業の生産過程は，植林から下メIJり，間設，枝打ちと長い年月と多く

の労欝力を必要とするため，自家労動力だけでの穫保が困難になってきている。このため，

林業構造改善事業によって，林道及び作業道を開設し，議林機械の導入者容易iζ して労動力

の軽減を国るほか，森林組合が労務を組織して，林家む要請に応じ林業労務省と提役している。

(6 )林陸物む生産額 昭和50年度末における本間の林業生産額は，素材で針葉樹5議7674

万円，広葉樹 l露 2908万円で合わせて 7億 582万円，その他薪28万円，木炭80万円，林業副

1286万円で，総額7議1977万円となっているが，林業生産額は年々誠少の頬向を見せて

いる。とくに薪，木炭はその傾向が著しく，素材の生産量も外材におされ，林業の主産活動

は低迷している。

(7 )林道林野1ha当りの林道延長は 現寂3思程度で，極めて抵い数値となっているの

で，森林資掠の育成と素材生産を合理北して林産所得の向上を関るため，幹道網を整備する

必要がある。

料〉

3のく4) 水揺の推移

(単位は ha) S40 S45 

作付面積 1 540 140 0 

S50 S53 

148 0 1 3 0 0 

年

主な農産物の生産農

水 稲|りんご(たば ζ

7540t ! 7910t 132t 

8030 

8100 

7470 

6280 

長いも

785 t 

1740 

7490 

(農作物統計資料)
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3の (5) 

手し用牛 肉用

次 戸数!頭数 戸数

40 

45 

50 I 

4 

5. 商

( 1 )五戸

①商圏

区

キオ

議5

185 I 354 245 

130 361 

553年

粗生産額l 頭

49百万円I 260 

林業生産額

分 547年度

921699 

203012 

1129257 

1785 

2126 

物 635 

1129257 

ンサス 但し50年の

制 と粗生産客員

736 

(単位:千円)

5 48 5 49 5 50 

1253786 747338 576736 

458935 192082 129081 

1712721 告39420 705817 

告45 683 290 

1211 1321 802 

1361 10385 12815 

1716238 告51809 719724 

五戸町内の4つの

の他の高麗託ついて。

(中央高岳街，薪軒高岳密， 博労町商問街)とそ
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a)買い物謁ベより

4高話街での買物率が50%以上の地区は，五戸中心部61.4務，境問地区57.1弘手倉橋地

註69.6;ぢ，であり，特iζ手倉橋地区の翼物率が多くなっている。(図4Jこれ奇4街区別に見

た場合，中央商届街43.8;払新町商岩指19.9%，上大町商屈指19.0%，博労町鵡広街7.0% 

のJll貢になっている。

〔図引各地区の五戸町高広告

から買う割合 〔国5J 4臨f吉街}jIJ買物割合

品目別異物割合をみると，野菜・魚・肉 その他一般会品が手倉橋地区では80;揺を越える

高い割合になっており，次いで，シャツ， 呉騒，くつ，かばん，家具，時計，

品などが，五戸中心部や浅田地区，そして豊関内地毘で50%以上となっている O また. 4商

屈留別立〉買物製合は，洋服，下着，くつ，かぱんが，中央臨!百告で50%を越えているのに対

い野菜・魚・肉，一般食品などは，各商脂街がほば同じ割合になっている ζとが注目され

る(国5) 

b) O. L対象の駕物実態調査より

五戸時での洋品，身の回り品の貨物率は， くつ・ハンドパックが19.2;ちと最も多く，次い

で，セーター，ブラウスの17.7;話である。

また， 八戸司王で、の コート・スーツ80.5;与，セーター・ブラウス72.0%，ハンド

バック・くつ63.0%と非常に高くなっており，八戸市北対する抜存度が大きいことが結果か

ら明らかである。

洋品一般について述べるとするなら，八戸市へり流出率は， J 11内地区が65.0;話，襲間内地

区が63ι銘と高く，また十和田市への流出率辻，一般食品とともに lケタ台の流出率とな
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っている。

命五戸需商業の地位

町の人口は，三戸君主の約弘で，小売業の売上高も約弘を点めている。販売効率を見る

と，三戸郡平均よりもすべて高い数値となっているものの，

従業員 1人当りの売上高は，ともに下回っている。(表 1J 

りも1 りの売上高，

面百九九¥¥ 三問的 名川町 南郷村 j倉石村 新郷村;平均(計) 八戸市

入 品日98116n7583|捌仰 l凶 711 224制

(S51 10 1 ffl.:tE) (%)1 21.0 1 16.6 i 12.3 1 8.0 4.0 4.7 1 100.0 

(%)1 21.41 30.0 1 10.4 1 4.4 1 1.5 1 2.2 1100.0 11 ~-

商庖数冊制認l 似 99 32156| 即日鈎

(務)1 21.0 I 21.4 1 12.9 1 6.6 1 2.1 1 3.7 1100.0 i 

(務)1 17ι34. 0 I 13. 0 1 6. 7 1 1. 4 1 3. 4 1 1∞.0 

従 業 者 数 ω 泌服2 11川一61HIロ27「| 必制6 1 24矧4剖1 1 7η7 1 1倒 4引16臼4 11 1凶9拙沼

〈軍)i 20. 7 I 26. 7 11. 2 5. 8 1. 8 I 2. 5 1 100. 0 

一日り売上高(万円)1 2側 2640 I 1499 I 1194 1 1276 姉|附 幻

三声器平均 100 1 ()Q 1 I 1 A 1 ~ I 

として(路川 108.1 141. 6 80.4! 64. 1 1 68.5 1 55.5 i 100.0 11 203.3 

従業員年l人間当z上り高 713 7槌 I 616 I 482 I 514 I 5幻 676 間

三戸僻均l∞とし(て万(円引N1055 1166h 1 911 1 713 1 760 794 1000 1442 

1 J三戸郡の主な荷村における商業比較

@五知町商業の業種別特徴

a)業撞別売上高(小売業)より

昭和47年の売上高を 100として，弱年， 51年の売上高推移をみてみる。(表2J 

分話一一一一一1f. 47 49 51 

小売業計 100.0 I 155.4 195.5 

織物，衣鰻，身の揺り品小売業 159.4 

飲食料品小売業 222.8 

飲 金 出 100.0 142.6 214. 1 

自動車，臼転車小売業 167.0 

家具，建異，什器小売業 1 00. 0 1 123. 7 149. 1 

その他，小売業 100.0 I 139.0 208.6 
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内，一番伸び率の高いのは，飲食料品小売業で 222.8%，次に飲食J苦心214.

その怖の 208.6%と 2倍以上の伸び率となっている。その地についても約1.5稽以上の伸

している。

b)業種構成より

4街区全体で.飲食料品臣が a番多く 20.3 次いで、衣料品J;517.4%となっている。

33.3%，最寄品業種は 46.4%となっており，高密留においては「よろ

性務のiまけた護合型であるといえ， ζれといった特色はない。

問題点

中央高j吉街，上大田I商f苫街，新町商J占街，博労町商居街の4つ

よって事成され，五戸駅(パスターミナノレ)よりやや離れた県道五戸~六戸線沿と，国

の間iζ位置している。いずれの も自然発生的高居街であるためにさまざ

念品 げられる。[図6) 

R均
lF4 

o 

」
「
園

初招~Jこ丈町急車街

語圏膿 z争事急患fi

a聞置き昨町高怠笥
蕊極極構楠鮪

[ ~塁 6 J五戸町

問題となると ζろ詰，まず不十分な街区施設があげられ，各閥!お街lζは街路灯が設置され

ている震度であり，また歩道もないなどの安全性iζ欠けた閥出街もあり，さらに社交場や便

利性としての機能も不十分である。また，前述したように，商Jお街としての性格が明薙でな

く，買回品，最寄品.サービス業が入り混って存在している点があげられる。
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さらに商岩密度ιついてみた場合，中央指諸説66.6%.新町高!言語58.4%と高い割合にな

っているのに対し，上大震I藷j言語46.2弘時労問題j苫街24.2%と50%を下回り，非自錦部分

占め，嘉吉毘の連携惑がうすれている状態があげられるO また，顧客の目標と

なっている強力自舗が，これらの藷自若返には帯瀧せず.顧客の流れを分散さ甘ている点も大

きな問題となっている。

3K，財政基盤の弱さや，低調な組織活動の問舗があげられ，乙れ

近代化のための整備事業などに支障そきたしているのが現状である。

直接商J;5街活動i乙影響を与えると思われる歩行量についてみると，日曜，平日を

とわず，最も歩行量の多い所'i.中央高f言語のと京語ijで2000人を越えるが.f患の地点では，
2000人記瀧たない状態であり，決して多いとはいえない絶対量である O さらに日曜と平日を

比較してみた場合，歩行者，自動車ともに平日め方が多くなっているo このことは，

拠点慈市として合性絡が弱いことを意味することになる O また顧客についても，広範囲から

のものではなく，近構思住者中心の商J;5街という性格もあげられる司

@まとめ

については，高級買匝品を基準にした場合'i.八戸市の高富内に詰摂されて
にした場合はもちろんおζと，中級票田品を基準iこした場合にも，

していると思われる。なぜな iんある程度の高業機詑をもち，かっ近接

地域的に離れているためで為る。

しまうが，

独立的に

す

高!吉指についてみると，五戸時には 4つの蕗j者衝が形成されており，五戸町の商業の中心

地としての役割が大きい告しかし，寵詰街の概念という点、から考えた場合，買回品を主とし，

買匝品業舗と

だ通りという概念からは，だ、いぶかけ離れている。つまり，

混合型であり，飲食料品砧が全体のysも占めているという葉状で

庖舗の専門化，近代化，密度.小売販売高などについてのさ

バラエティ

ある。また，

まざまな問題点があげられる。

中心地の商業規模が変化すれば，商題もその地域鵠範盟iζ変容を受け，また大高菌の中i乙，

小高爵が統合されてしまう ζともおこりうるはずで、あるが，実際ははその中心地が一度形成

されれiえそC事在をできるだけ保持しようとする性紫があり，従来の地域形態を守り，消

滅することがはとんどないのが普通であるといわれている口

であるQ ただし，大問盤と小高臨という上下の階層関係が，たとえ

ことはいうまでzもな七、

もまさにζの通り

五戸町である
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( 2 )商業近代化の基本的方向づけ

@商業近代化の目標

地域商業の近代化の目標は，地域笹良の生活意議，主主活態度，生活行動の変化，そして癌

業経営を取り巻く変イヒ要閣に対応し，かつ高活経営の内部条件を克服しながら，高圏内需要

に完全に対応し得る地域商業機能の充実をはかり，地場社会民貢献しつつ社会的存在の意義

を高度に追求し，その結果，地域社会にとって有益かっ不可欠なものとして永遠に発展し存

し続ける地場蒔業の形成を図るものである O

地域住民にとっての小売詣業は生活の場そのものであり，生活の上で多様な要求を十分に

議たしてくれることを必要としている。小売商業が地譲生氏の支持支援があってこそ経営が

成立するものであれば，まず地域住民の生活要求を満たすことが出発点である。

また，商業振興は時づくりの延長線上にあり，都市機能の整織と一体iζなって進めなけれ

ばならない。そのためには，快適性，便利性，保犠牲，安全性を護課できるような環境整織

を進めることが必要でおるg

期業の近代化は地域の生活者の科益告実現すると共に，地域の

ものでなくてはならない。

永遠K発展し，存続する ζとが地域生民の生活と利益を守るものであり，その

自身の経堂者意識の改善向上ム経営の近代化に努める乙とが重要であり，

事業の共同化，高工会を中心とした経営指導体制の薙立が必要で‘ある。

@地域高業近代化の基本方向

高j苫街は，商品・入・施設・環境から成立しているが，これがバラバラではなく同時並行

的に整織されてし、かねばなるなL、。

五戸町の小売商業は，高業統計

7)にみるとおり約半分が流

出しており， このζとは鶴間街を

形成している要因(商品・人・簸

設・環境)が地域にはあまり

していない ζと っていると

いえようりこのような状況下にお

いて施設整嬬だけに主力をおくこ

とは必ずしも妥当とはいえないと

思われる。この高業近代化計離は

と成長を伴う

7 )質物調査より

内
ベ

υ。。



期詰経営の原点にかえり 高業近代化の目的とする ζとを認識した上i乙進めること

している O つまち地誠住民の生活に接ざした全体的農業環境の整鎮である。そのためには，

地域註民の生活を研究し生活iζ密着し，生活をう…ドする商品講或が出発点となる。

高j吉街全体として誌最寄品と買呂品む槌供機能にとどめなければなもないとしても，現在

においても不足業種があり，その補填i乙努めなければならないむその結果として冨定客の増

加託つながり，ひいては五戸町全体の需外流出の歯止めの役害IJを果すことiこなると思う O

1)個別府舗の合盟化・近代花を強力に推進して，鶴別j苫舗独島の特急，魅力を持ち，独自の

届で一定の顧客を持つこと O

お商居街区iζ器楽機能も兼ねた擁設整錆 非鹿舗の解消 セットパックによる歩道の確保等0

3連鎖北.共同化による事業の近代化。

連鎖化，共開化iζよる事業として中較となる擁設の建設，渉道・アーケード等の整礎，共

同仕入等があげられるが ζれらを実現するため花は商庖街を講成する人々の共同意識，商

!日長組織の強化と団体活動の活発化， ワーダーシッブの羅立などがなければ達成できるもの

ではない。

。都高機能の整備

都市の力をどう向上させるか，そして，都市む魅力をどう増加させるかは，中心事衝培に

どれだけ都市機能が調和をもって配置されているか北よる。生氏の生活上，共開業務上の共

同の必要性と都市機能を有機的に関連性を持たせて複合させていく上から各種都市機能を

高密度に集積させる必要がある。

小売商業の魅力を高めるために誌覇業機能の集績のみな

されていることが要求される。

各種都事機能がより充実・

五戸町においては，都市的拠点地が，長選五戸~六戸線iζ沿った中央，上大町商沼会の 2

商庖街と県道五戸~六戸線と留道4号線の開花註霞する新町と博労開昭栄会の 4高思議(図

6)の地躍があり，都事域の広さから都事機能が分散し都市的魅力が低下する恐れもあるむ

都市機能の整読として，中心弱活街では次の機能を整備する方向で取り組んだら良いりで

はないかとj盟、う o

a 安全性機能

来窮者が安心して快適に活動し得ることが最も保証される必要があり，交通安全撞設の光

る。

b.便宜性機能

留に来れば一通りの荷品やサーピスが充足し得る業種横或を確立する。また，モータリゼ
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シ q ンの発達i乙伴い，来客用の駐車場施設の確保や公衆便所の整績等を罷る。

C. 快適性機能

日でも安心して屈遊できるようにアーケードの設謹などの検討9 また街路北は事

fこフラワーポット

d.比較選択性機能

り出していく O

告出に比較選択し， きるような中心商庖街が要請される。そ

りた絡に

e. 

f吉舗関連を十分iζ配癒した間舗配列が考えられると同時に，

るために商f6密度を向上させる ζ と

している万が望ましい口

る。特iζ買回品については

地域住民の住活様式や態度の変革iζ伴い， 友達員五で気軽に入れる明る

る乙とにより，告での帯留時いムー も必要となろう O このよう

と恵むれる合また， くつろぎりスペース，語り合いの場として

ものと患われる G

の都市を代表する顔ともいうべき る。そうなると商屈街を構成する

摺々の語や施設は，自であり耳である O つまり個々の樹脂が個性ある魅力的なものの集ま

りである ζとが，結局は魅力ある商庖街を作りあげる乙と忙なる。

の応舗の集合体である。ですから，朗々

を持ち，どのように性格づけられるかを考え，調和のと

るO

1) 

どのような機能

くりをする ζとが必要であ

f地域在民の生活水準の維持とその向上告果すζ とにあるJという

点である 9

地域商業i丸このような社会的任務を認識し，必要とされる一定水準以上の役割を果すも

のでなければならない。そのために小売業者は地域住民の生活と要求を理解し，それに対応

した十分で聾簡な品揃え.消費者に対する比較選択権の保証，十分な蕗品知識の異議，心の

通う人的接客サ…ピス安撤践して追求して~\かなければならない。

要するに，地域商業は地域の消費者に蜜着し，その治費者の利益の向上記最大限に努力す

る乙と ζそが本来の投書IJで為り，その露点iこかえることが発展への出発点になるものである
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ことを?再認すべきであろう 0

2経営の近代化

小売商業の発達は，地域の消費者に満足感安与え，社会的にも

麗望が開けてくるものである O

ること Iζよってその

つまり，商業経堂の近代化とは，社会にとっ 業者として永遠に存続

し続ける内容と体質を備えることを指している。

即ち，近代化とは，そむために必要な適正なi反益の確保を可能にするために，生産性を高

めること。そしてそのため構造改善をはかるということになる。そのため犯は小売業者は，

浪費者の意識の変花や経営環境の変革に敏感であると問時に，それらに対忘する適応能力を

なくてはならない

④地域高業近代化への体制作り

商業近代花計樹は，地域高業の発展と地援金民の生活をより撃か托するために，詔々

合理化を図り，翻業者の一体的活動の牒開の他にも，都市的環境の整鏡を

も進めるものである。そのためには，高業経営の危機意識に立った経営者の自覚，鴎!苦義一

枚岩となった共同活動の展開，更に，これも安援助.WJ長するための鞠工会の穣極的指導の

他，行政サイドと一体となった地域環境整錆によって成し得るものである。高業者，

なった近代化への取り組みがなされることが，蕗業近代化実現への鍵とな

ると思われる。

O地域商業者の態勢づくり

泊費者lζ議ばれ歓迎される地域高業の実現のためには，個々の商業者の力の結集によって

より大きな力としてゆくことが大切であると臣、われる。

ζのため，商庖街iま蕗出掛協同組合等の組織北を図り，一人でも多くの人が一副でも多く

来街し，一分でも長く街に楽しみながら滞寵してもらえる“町長の密"をつくりありfるため

の一体的活動を展開することである。

また一万，仕入の共同化，経営の合理化，経営情報の蓄積など商麗同志、の競合やその

おける特に大型小型チェーンのもつ彰響力に対応してゆくための態勢固めも議めて撮要な課

題となってきた。

くり

指導機関や行政機関K大きく法存するのではなく，自らのための自ち

力安傾けるという基本的認識を持ったものでなくてはならない。しかしなが

化の主体が地域語業者であるとはいえ，いずれも中小企業者あるし
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意識・経営力・資金力等々あらゆる面において，近代化への挑戦には問題点あるいは課題を

抱えているのが現実である O

指導機関である蕗工会は，指導力のー患の強化に取り組み，その機能を充実かっ機動的な

ものにしてゆく必要がある。個々の諸舗を対象とした経営指導 経営相談はもとより，特に

商街の近代往事業の推進にあたっては商業者の組織と商工会が表裏一体として取り組まな

ければいけない課題である。

O自治体。指導援助

中心商f占街は，五戸町を代表する顔で為り，同時に町民の心のオアシスであり，コミュ

ティの中心である。

以上のことから，商業近代化事業の推進に当たっては計画段構から町として参画しJ都市

づくりの設計者・計画者Jとして積極的に助言し，育成指導をしていくことが望まれる。

ゆ計画の具体的目標と内容

翻忠信が活力を攻り戻し，多様化する地譲住民の消費生活の中按として，明るく楽しL

い物ができるように商岩街を近代化する。

ζのため，圏・棋の長期抵利息の融資制度会活用し，蕗惑の改装を始め，吉舗の共同化，

連鎖化を関ると共に，スタンプを統一し消護者が集めやすいものにする，駐車場・自

場など駐車施設を整備し，車のやi用度の高い商倍弱を形成してし、く。乙の他，語法街の中心

iζ震物公菌，子供の遊び場など公共的空間を設け，公共施設だけでは不十分な地域における

コミュニティ形成の場とし

持める。

しながら，人々の交流のもとに商業活動が営まれるように

さらに，顧客の定義，呼び戻しとして娯楽機能を高めるばか，五戸田Iの特産物である

長芋等の恕工製品の開発を進め， ζれらを商品化し，製品の紹介，宣伝に努め，販売飲食サ

ービスの拡大を罷り，周辺都市では代替し得ない特住ある商業活動を推進していく O

6. 交通と

( 1 )五日町の道路交i扇

五戸時は青森県の南東部に位置し，その道路網は国道4号線と 2本の県道(主要地方道〉

が幹線となっている。主要地方道は八声~五回線，五戸~十和田線であり，どちら

と隣接している八戸前，十和田市とを結んでいるもので交通最も多い。

八戸~五戸線の総延長は4.92詰mで、舗装率は 100髭，五戸~十和田擦の総延長は7.300m，

舗装率は 100怒とよく整舗されている。また一般競道は五戸~プ手五隷，五戸~下回停車場線，

~五戸錦，橋向~五戸隷，上市JII---八戸停車場線，窃田~五戸線，苦谷地~兎内線，栃
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浅水~岳部線，上市JII-上吉田線の10路線であるが， ζのうち改良率(改良

とは舗装の前め段轄で道路に砂利を敷いた状態)，舗装率ともに高いのは構向~五戸線，上

市川~八戸停車場線で，ともに抵いのは五戸~下田停車場諒，倉石~五戸線，切田~五戸線，

栃棚~予倉橋緑色でありいずれも20務以下となっている。また五戸~六戸線，浅水~南部紘

上市JII-上古田線は改良率は高いが 舗装率はやや低くなっている。

今後はこれらの改良率，舗装率の低い路線の整備と共に 交通;識の多い国道4号線，

ためのバイパスや広域農道の整備が盟まれるが，国道バイパスは昭和56

る予定で為り，それによって五戸時の中心部の交通量は減少するものと

れる。さら比五戸町と八戸市と

~八戸間の時間距離が短縮されるため今後ますます八戸市との

それによって五戸

きが強まること

される。

また国道4号線における交通識は 1日のうちで昭和46年には 4，229台，昭和49年に辻弘944

合，昭和52年記は 7，927会(通過台数)に増加し ζれに伴って交通事故の発生も増加してい

る。また国道4号線の雇員が8mと狭いことも交通渋滞，さらには交通災害を引き起ζすと

られる。乙のよう iるみて 国道バイパス

成が待たれるのである口

その他250路線ある町通は市街地と集落，さらに を結ぶ生活道路を重点的に整錨

しではし 1るが，全体的にみると整備率は低く昭和53年度末における町道のま良率は18.5弘

10.2%である。

今後詰産業の長輿， 日常生活醤拡大化の らみていっそうの れ

る。

( 2 )五戸町の主要交通機関

五戸町の交通機関は昭和43年以前は鉄道(高部鉄道)とパスであったが，昭和43年5見16

日の十勝沖地震iζより全線不通(被害総額は 1億4236万円)となり，これを契機に鉄道辻

され，主要交通機関はパスとなった。乙の鉄滋の廃止に対し住民からの民対や再建の要

どがなかったのは鉄道とパスの蕗線が平行して返っていたためと考えられる。

ζの南部鉄道株式会社は鉄道運輸営業の廃止の後昭和45年に社名を変吏し，南部パス株式

となり現在iζ至っている合本社は五戸時にあち，主要路線は毒森県の県出地方を走って

いるが特に利用客の多いのは五戸~八戸線，五戸 る。

赤字賂線も多いが営利団体でありながら公共性が高いため，廃止する

同意を得なければなもないという問題があるので簡単に廃止はできないと思われる。
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最近パスの利用客は減少の頬向にあるが， ζれは自家埠車の増大が牒菌であると考えられ

る。しかし通勤通学をはじめ地域往民のB常生活上の公共的な交通機関としての蕗線パスの

運行はどうしても必要なのでその確保Kついての対策が璃まれる。

~1 は青森県甫，三戸，八戸，五戸地方のパス運行の概要劉でるるc

(3)五戸町の工業

五戸町における工業は昭和52年末では事業所数66，従業者数1，270人，製品出荷額 56議

7，258万円となっている。 48年かる52年の年次推移は下衰の湿りである。

工業の推移

区分 48 49年 50 51 52 

業新数 69 70 73 72 66 

従業者数 1，490 1， 368 1. 371 1. 267 1，270 

工業出荷額 372，812 419. 628 446， 543 550， 934 567，258 

ζのうち従業者が沙人以下の事業所が53と総事業所教の80郊を主めて主札-零締企業が大

部分である ζとがわかる。

五戸時の工業は内陸型で公害のない工業であるが景気の影響を受けやすく，経営規模む小

さいものが多いので大きく発展する ζとはあまわないと，雷、われる。

業種については食料品31，木材19，出張4，窯業・家具製造が各3，電党丸繊維・衣服・

金員・輪送が各1で，食料品と木材工業で業種全体の75%.年題出荷額は32億3，246万円で

総出荷額の57ラ与を出めている。

労議力は衣援，寵気，繊維などの業種では主婦が中心であり，木材，セメントなどの業種

では男子が中心となっている。

八戸市が新産業都市iと指定されてから，五戸町では中心集落の商東部，地顔平iと工業団地

を形成し，人口む流失防止〈農業む近代化，省力化iと伴う余剰労働力の撞元での競技を関る〉

のために企業の誘致を行ったが，現在のと乙ろは人口は横ばい状態でるり，瀧謀化はくいと

められている。青森藤内でζのように企業を誘致して成功した例は今めと ζろ珍らしいとい

えるであろう。

ζれかちの五戸町の工業の自標としては，地譲平への立地条件記適応した，公響むない内

陸型，奉子宮型の企業の誘致，比較的開発の進んでいない五戸JII北部の台地を工業用地として

開発ふ幹総選蕗の整識を進めて工業の集積の拡大を図っていく乙とである。さらには経済
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構勢の変化iζ対応し，生産競争に立ちおくれない工業の確立を悶るため，企業経堂者iζ対し

経営診断を襲極的に呼びかけ，適岱な指導のもとに企業の体質改善を関り，近代的機構の整

備，協業化，集団イヒを推進して主監の合理化や既在工業の援興を園ることなどがあげちれる。

しかし内能型で水を鐙わない ζと，港掩を科捕することができないことo などの要国を考

えあわせると五戸町を支える中心的な産業にまでは発援していく乙とがないであろうと考え

られる。

7. 郷土の住居について

「江渡家j

江渡家は代々五戸代官所下役の給人として喜四十石を給された家格と伝えちれるが，

町立〉中心、で睦羽街道i乙近い泣置に，営農を葦ねた広大な盤敷を構えて，ほぼ建てられた原形

のまま現在におよんでいる。

壁敷の北東寄切に建って，桁行〈閉じ])12間半，梁行〈奥行)6関で， 85坪o I1と

わ」土問西北方iζ続いていたもしい「うまやJは解体された。 1まえのくちJ1なかのくちj

i'まんげんかんjと3つの砕べる出入Eむうち，突き出した「ほんげんかんJ式台と，乙れ

に続く「げんかんの罰Jや「さ"しきJ1おくざしき jの接客部分はとくに上等で，欄聞や床

の遺作も愈入ちで~る。また， nとわjや使用人居所を除けばすべて畳敷きで，さおぶち天

井を張り，註はかんながけ麗取り仕上げにされている。さらiζ，当時の藩の禁令iζ触れる乙

との多かった「せがいJ造りや，さらには土台の設置もこ ζではみられ家作においても， ζ

の穣の士族が特権的であったととを知る乙とができる。

主盤以外iと，昼敷内iζ造主れた付麗家の数も十数壊におよんでいたもしく，その捷用λの

数とともに，堂麓規摸の程度も察する ζとができる。

建築年代は，天明5年前後と考えられている。昭和48年，重要文化射に指定される。〔摺8)

l乞わ

もの誌を

t 

鮮，げんかん

A 与

誠~晦ζ事 事え続く多
N 

国g 間取り

90-




